
　日本政策投資銀行（DBJ）は、2001年に邦銀と
して初めて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP 
FI）の金融機関声明に署名しました。2004年には、
UNEP FI東京ラウンドテーブルに合わせ、独自の
評価システムを用いた世界で初めての融資メニュー
「DBJ環境格付融資」を開始しました。
　以後「DBJ BCM格付融資」、「DBJ健康経営格付融
資」など評価認証型融資メニューの充実を通じて、
企業の非財務的価値に金融面からアプローチしてい
ます。また、「DBJ Green Building 認証」や「DBJ
ビジョナリーホスピタル」などのプログラムも多様
化しています。
　さらに、環境・社会的意義の高いプロジェクトへ
の投資機会を提供すべく、2014年に本邦発行体と
して初のユーロ市場におけるグリーンボンドを、翌
2015年にはサステイナビリティボンドを発行しま
した。その資金は、「DBJ Green Building 認証」や
「DBJ環境格付」の融資の一部に使われています。
DBJは今後も金融面からサステナブルな社会の実現
に努めていきます。
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上記は、「DBJ環境格付融資」「DBJ BCM格付融資」「DBJ健康経営格付
融資」をご利用いただいたお客様の一部です。当融資は、スクリーニング
票とヒアリングにより「体制整備」や「運用状況」を評価させていただい
ております。評価は一時的なもので株式会社日本政策投資銀行が一切の保
証をするものではありません。データは、2016年３月末日現在です。

DBJ環境格付融資
環境配慮を始めとする、サス
テナブル経営における重要課
題の取り組み及び財務情報と
の融合的情報開示を評価
【2004年度開始】
累計525件／約9,540億円

DBJ健康経営格付融資
従業員の健康を経営課題に位
置付け、その維持・増進を図
る体制づくりと生産性向上に
繋がる戦略的取組を評価
【2011年度開始】
累計75件／約854億円

DBJ BCM格付融資
あらゆる危機的事象に直面し
ても、従業員の命を守り、事
業を継続し続ける経営戦略と
対応力を総合的に評価
【2006年度開始】
累計233件／約2,825億円

2014年のグリーンボンドに次ぐ第１回ユー
ロ建サステイナビリティボンド※の発行によ
って、日本政策投資銀行の、急速に拡大する
SRI債発行市場におけるリーダー的位置付け
がより明確になったと考えています。また
SRI投資家を含め投資家層の多様化にも成功
しました。

マーティン・ミルズ 氏 Message
バンクオブアメリカ・メリルリンチ、欧州グリーンボンド債券資本市場部責任者

※2015年10月発行、300百万ユーロ、主幹事：バンクオブアメリカ・メリルリンチ、モルガン・スタンレー、
J.P.モルガン、ゴールドマン・サックス・インターナショナル
＊ＳＲＩ ： Socially Responsible Investment（社会的責任投資）
＊ＢＣＭ ： Business Continuity Management（事業継続管理）

　京都議定書から18年。昨年12月のCOP21
で採択されたパリ協定は歴史的合意となっ
た。初めて２℃目標が明記されたばかりか、
1.5℃の努力目標まで書き加えられた。もっ
と驚くべきは21世紀後半の事実上の排出ゼ
ロである。
　日本では存外知られていないのだが、COP
21の成功の陰の立役者はビジネス界と並ん
で金融界であった。温暖化の被害に危機感を
募らせる金融界が環境金融に本腰を入れ始め
たのだ。
　さて、戦後の復興から今日までの日本の発
展ぶりを振り返ると、いつもそこには金融で支えるDBJの姿があった。
低炭素化から排出ゼロを実現するには経済も社会も大きく転換させね
ばならない。21世紀の国造りだ。DBJにとって新たな出番到来である。
DBJはその金融機能を駆使して持続可能な国造りに邁進してほしい。

「金融の力」で21世紀の国造りを
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DBJビジョナリーホスピタル

DBJ Green Building 認証
都市インフラとして長期利用
可能な、環境・社会への配慮
がなされた不動産を認証し、
支援。認証累計約300件。

医療の質の維持・向上、環境
配慮、事業継続対策に優れた
病院をビジョナリーホスピタ
ルと認定し、支援。

—Environment, Social, Governance—

株式会社ディスコ アルプス電気株式会社 TOTO株式会社

大成建設株式会社

東洋合成工業株式会社

SGホールディングス株式会社 三ツ星ベルト株式会社

近鉄グループホールディングス株式会社

旭硝子株式会社

三菱UFJリース株式会社

ニッポン高度紙工業株式会社 株式会社マイヤ

株式会社白謙蒲鉾店 鈴与株式会社

アイシン精機株式会社

住友ゴム工業株式会社 株式会社三菱ケミカルホールディングス 住友化学株式会社

株式会社ティラド 住友金属鉱山株式会社 ヤンマーホールディングス株式会社

川崎重工業株式会社 井関農機株式会社 大和ハウス工業株式会社

日本合成化学工業株式会社 芙蓉総合リース株式会社 NECキャピタルソリューション株式会社

アサヒグループホールディングス株式会社 株式会社アレフ 積水化学工業株式会社

花王株式会社 株式会社西武ホールディングス 三井化学株式会社

特定医療法人財団博愛会 リコーリース株式会社 東燃ゼネラル石油株式会社

東京建物株式会社 伊藤忠商事株式会社 株式会社オートバックスセブン

カゴメ株式会社 森永乳業株式会社 大王製紙株式会社

株式会社フレスタ 株式会社荏原製作所 中越パルプ工業株式会社
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金融力で未来をデザインします  
Applying Financial Expertise to Design the Future

http://www.dbj.jp/ このたびの「平成28年熊本地震」により被災された
皆様方に、心よりお見舞い申し上げます。


